
規

則

別
記
様
式
第
十
号
中 「

危
険
を
生
じ
、
又
は

生
ず
る
お
そ
れ
の

あ
つ
た
状
況
」

を

「
廃
棄
処
分
を

す
べ
き
理
由
」

に
改
め
る
。

告

示

平成™™年˜—月™™日 金曜日 第œ›™™号官 報
〇
防
衛
省
令
第
十
五
号

自
衛
隊
の
大
規
模
広
報
施
設
に
係
る
入
場
料
の
徴
収
に

関
す
る
実
験
の
実
施
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。平

成
二
十
二
年
十
月
二
十
二
日

防
衛
大
臣

北
澤

俊
美

自
衛
隊
の
大
規
模
広
報
施
設
に
係
る
入
場
料
の
徴

収
に
関
す
る
実
験
の
実
施
に
関
す
る
省
令

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、自
衛
隊
の
大
規
模
広
報
施
設（
自

衛
隊
の
広
報
活
動
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
自
衛
隊
の
施

設
の
う
ち
、
当
該
施
設
の
床
面
積
が
二
千
五
百
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
年
間
の
入
場
者
の
数

が
五
万
人
を
超
え
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
係

る
入
場
料
の
徴
収
に
関
す
る
実
験
の
実
施
に
関
し
必
要

な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
施
設
へ
の
入
場

者
の
数
の
変
化
そ
の
他
の
自
衛
隊
の
広
報
活
動
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
入
場
料
の
徴
収
）

第
二
条

自
衛
隊
の
大
規
模
広
報
施
設
の
う
ち
防
衛
大
臣

が
別
に
定
め
る
も
の
に
入
場
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当

分
の
間
、
入
場
料
を
国
に
納
め
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
入
場
料
の
額
は
、
防
衛
大
臣
が
別
に
定
め
る

も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

〇
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
五
号

警
察
法
施
行
令（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
一
号
）

第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
犯
罪
捜
査
規
範
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
二
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

岡
崎
ト
ミ
子

犯
罪
捜
査
規
範
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

犯
罪
捜
査
規
範
（
昭
和
三
十
二
年
国
家
公
安
委
員
会
規

則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
十
二
条
第
四
項
中
「
換
価
」
を
「
廃
棄
（
刑
訴
法

第
四
百
九
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
に
限

る
。）、
換
価
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え

る
。（

還
付
の
公
告
）

第
百
十
二
条
の
二

領
置
物
の
還
付
に
関
し
て
刑
訴
法
第

四
百
九
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
を
す
る
と

き
は
、
警
察
本
部
長
又
は
警
察
署
長
の
指
揮
を
受
け
て

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
公
告
は
、
司
法
警
察
員
た
る
警
察
官
が
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
五
十
一
条
中
「
お
よ
び
」
を
「
及
び
」
に
、「
な
ら

び
に
」
を
「
並
び
に
」
に
改
め
、「
廃
棄
等
の
処
分
」
の
下

に
「
、
還
付
の
公
告
」
を
加
え
、「
差
押
を
」
を
「
差
押

え
を
」
に
改
め
る
。

〇
防
衛
省
令
第
十
四
号

刑
法
及
び
刑
事
訴
訟
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

成
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
捕
虜

収
容
所
処
遇
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
二
日

防
衛
大
臣

北
澤

俊
美

捕
虜
収
容
所
処
遇
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

捕
虜
収
容
所
処
遇
規
則
（
平
成
十
七
年
内
閣
府
令
第
十

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
十
二
条
第
四
号
中
「
第
四
百
九
十
九
条
第
二
項
」

を
「
第
四
百
九
十
九
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
五
日
か
ら
施

行
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
刑
法
及
び
刑
事
訴
訟
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
附
則
第

一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二

十
二
年
十
月
二
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
五
百
三
十
四
号

北
海
道
虻
田
郡
喜
茂
別
町
役
場
保
存
の
次
の
除
籍
が
滅

失
し
た
。

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
二
日

法
務
大
臣

柳
田

稔

北
海
道
虻
田
郡
喜
茂
別
町
字
喜
茂
別
三
百
四
十
一
番
地

杉
本

秀
雄

住
所
兵
庫
県
明
石
市
朝
霧
北
町
1
1
0
2番
地

李
利
輝
昭
和
6
0年

1
2月

1
6日
生

住
所
兵
庫
県
加
古
郡
播
磨
町
大
中
４
丁
目
1
1番

1
3号

金
末
南
昭
和
2
5年
１
月
2
9日
生

住
所
兵
庫
県
加
東
市
梶
原
1
6
5番
地
１

®
美
華
昭
和
6
2年
７
月
2
0日
生

住
所
札
幌
市
北
区
新
琴
似
四
条
1
2丁
目
３
番
1
6号

朴
成
寿
平
成
２
年
２
月
７
日
生

住
所
岐
阜
県
美
濃
加
茂
市
中
部
台
２
丁
目
1
4番
地
1
6

金
永
浩
昭
和
4
2年

1
2月
８
日
生

住
所
静
岡
県
裾
野
市
御
宿
1
5
0
0番
地

金
洋
賢
昭
和
5
2年
７
月
1
7日
生

住
所
福
岡
市
早
良
区
百
道
浜
３
丁
目
９
番
3
3
`
2
1
0
2号

徐
國
夫
昭
和
4
8年
４
月
3
0日
生

住
所
福
岡
県
嘉
麻
市
鴨
生
1
2
0番
地
4
2

尹
勇
昭
和
2
1年
８
月
1
0日
生

劉
M
南
昭
和
2
5年
３
月
８
日
生

尹
加
奈
昭
和
5
1年
９
月
2
0日
生

尹
奈
穗
昭
和
5
1年
９
月
2
0日
生

尹
希
望
昭
和
5
3年
６
月
2
5日
生

住
所
福
岡
市
東
区
馬
出
３
丁
目
８
番
１
`
5
1
3号

崔
守
p
昭
和
5
2年
４
月
４
日
生

住
所
福
岡
市
東
区
馬
出
３
丁
目
８
番
１
`
5
1
0号

崔
≥
明
昭
和
5
4年
５
月
３
日
生

崔
大
信
昭
和
5
8年
４
月
６
日
生

住
所
東
京
都
江
東
区
枝
川
３
丁
目
４
番
１
`
9
0
2号

朱
冬
ù
昭
和
5
2年
１
月
2
0日
生

呂
ª

平
成
1
2年
７
月
2
8日
生

呂
ª
旭
平
成
1
4年

1
1月

2
8日
生

住
所
東
京
都
品
川
区
大
井
３
丁
目
1
8番
１
号

ジ
ョ
ソ
ア
・
ベ
ン
ト
ゥ
ー
ラ
・
ス
ガ
マ
昭
和
5
9年
９

月
2
0日
生

第
二
十
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
裁
定
の
請
求
を
行
う
場
合
に
お
い

て
、
相
手
国
実
施
機
関
等
が
当
該
裁
定
の
請
求
に
係
る
被
保
険
者
又
は
被
保
険
者
で
あ
っ
た
者
の
死
亡
し
た
年
月
日

及
び
死
亡
の
原
因
を
確
認
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
有
す
る
と
き
は
、
厚
年
規
則
第
六
十
条
第
三
項
第
四
号
及
び

厚
年
規
則
附
則
第
十
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
請
求
書
に
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
被
保
険

者
又
は
被
保
険
者
で
あ
っ
た
者
の
死
亡
に
関
し
て
市
町
村
長
に
提
出
し
た
死
亡
診
断
書
、
死
体
検
案
書
若
し
く
は
検

視
調
書
に
記
載
し
て
あ
る
事
項
に
つ
い
て
の
市
町
村
長
の
証
明
書
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
書
類
並
び
に
厚
年
規
則

第
六
十
条
第
四
項
及
び
厚
年
規
則
附
則
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
請
求
書
に
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
被
保
険
者
又
は
被
保
険
者
で
あ
っ
た
者
が
死
亡
し
た
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
に
つ
い
て

は
、
添
え
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
十
五
条
第
二
項
第
四
号
の
表
中
一
の
項
を
削
り
、
二
の
項
を
一
の
項
と
し
、
三
の
項
か
ら
六
の
項
ま
で
を
一

項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
改
正
規
定

公
布
の
日

二

第
二
条
第
六
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
（
同
表
十
一
の
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
三
条
第

六
号
の
表
、
第
六
条
第
七
号
の
表
及
び
第
七
条
第
七
号
の
表
の
改
正
規
定
並
び
に
第
十
五
条
第
二
項
第
四
号
の
表

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定

社
会
保
障
に
関
す
る
日
本
国
と
ス
ペ
イ
ン
と
の
間
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日

三

前
二
号
に
掲
げ
る
規
定
以
外
の
規
定

社
会
保
障
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
政
府
と
の
間
の
協

定
の
効
力
発
生
の
日

〇
法
務
省
告
示
第
五
百
三
十
五
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
二
日

法
務
大
臣

柳
田

稔

住
所
京
都
市
南
区
吉
祥
院
九
条
町
4
2番
地
２

千
惠
昭
和
4
5年

1
0月

2
5日
生

住
所
神
奈
川
県
鎌
倉
市
由
比
ガ
浜
４
丁
目
４
番

5
1
`

1
0
6号
朴
榮
文
昭
和
3
3年

1
0月
６
日
生

韓
÷
雅
昭
和
3
9年
７
月
2
8日
生

朴
元
樹
昭
和
6
3年
９
月
2
2日
生

住
所
川
崎
市
川
崎
区
浅
田
４
丁
目
1
4番

1
0
`
6
0
4号

ユ
リ
・
ア
キ
ラ
・
エ
ル
ナ
ウ
・
グ
シ
ケ
ン
昭
和
4
4年

３
月
４
日
生

住
所
川
崎
市
中
原
区
小
杉
陣
屋
町
１
丁
目
1
0番

1
6号

文
常
寶
昭
和
5
0年

1
1月

1
2日
生

住
所
相
模
原
市
中
央
区
矢
部
３
丁
目
９
番
３
`
4
0
5号

マ
ク
・
グ
ラ
ス
・
シ
オ
ン
・
マ
イ
ケ
ル
昭
和
5
9年
４

月
３
日
生

住
所
相
模
原
市
緑
区
橋
本
８
丁
目
５
番
1
6号

韓
直
之
昭
和
5
5年
３
月
2
6日
生

住
所
兵
庫
県
芦
屋
市
大
東
町
1
8番
６
`
7
1
4号

姜
和
弘
昭
和
5
3年
４
月
２
日
生

住
所
兵
庫
県
明
石
市
岬
町
４
番
１
号

Ô
正
和
昭
和
5
7年
１
月
3
0日
生
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